
久
保 

眞
一
町
長

　

行
政
は
一
つ
一
つ
の
結
果
の

積
み
重
ね
で
あ
り
、「
行
政
は
日

常
に
あ
り
」
が
信
念
で
す
。

　

財
政
を
再
建
し
、
健
全
化
す

る
こ
と
を
継
続
し
て
、
子
ど
も

や
孫
の
世
代
に
借
金
を
残
さ
な

い
よ
う
、
責
任
を
も
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
川
三
郷
町
の
借
金
は
合
併

直
後
２
６
４
億
円
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
口
が
同
規
模
の
町
と

比
較
す
る
と
約
１
０
０
億
円
、

多
い
額
で
す
。
現
在
は
24
億
円

減
り
２
４
０
億
円
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
及
び
ま
せ

ん
。
基
金
（
一
般
家
庭
で
は
預

貯
金
）
は
わ
ず
か
16
億
円
で
し

た
。
現
在
は
27
億
円
に
11
億
円

増
え
ま
し
た
が
他
町
は
60
億
円

以
上
の
基
金
が
あ
り
ま
す
か
ら

ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
災
害

時
に
町
民
の
皆
様
の
生
命
や
生

活
を
守
る
た
め
に
は
、
基
金
の

貯
え
は
必
要
で
す
。

　

町
の
借
金
が
将
来
ど
れ
だ
け

負
担
に
な
る
か
を
示
す
率
「
将

来
負
担
比
率
」
は
県
下
14
町
村

の
中
で
最
も
高
い
率
（
負
担
が

重
い
）
で
す
か
ら
財
政
健
全
化

は
道
半
ば
で
す
。
福
祉
・
医
療
・

教
育
・
産
業
振
興
・
基
盤
整
備

は
毎
年
度
、
主
要
事
業
５
カ
年

実
施
計
画
で
「
新
規
事
業
」「
継

続
事
業
」
の
見
直
し
を
含
め
年

次
的
に
計
画
し
実
行
し
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
事
業
に
つ
い

て
も
既
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
は
じ

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
子

育
て
支
援
、
定
住
促
進
住
宅
な

ど
の
住
宅
整
備
、
高
齢
者
へ
の

福
祉
・
医
療
支
援
や
、
防
災
・

減
災
対
策
で
は
、
国
、
県
の
補

助
を
盛
り
込
ん
だ
芦
川
護
岸
整

備
や
高
田
排
水
機
場
整
備
な
ど

で
す
。
ま
た
、
30
人
学
級
の
実

現
や
市
川
高
校
を
現
在
の
場
所

に
存
続
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
宣

言
の
町
と
し
て
児
童
・
生
徒
へ

の
平
和
教
育
。
町
民
の
皆
様
の

命
と
健
康
を
守
る
峡
南
医
療
セ

ン
タ
ー
市
川
三
郷
病
院（
平
成
26

年
４
月
１
日
開
院
）
に
お
け
る

診
療
・
医
療
の
役
割
な
ど
で
す
。

　

市
川
三
郷
町
は
「
日
本
一
の

は
ん
こ
の
町
」「
障
子
紙
生
産
日

本
一
の
町
」「
日
本
三
大
花
火
に

数
え
ら
れ
る
花
火
の
町
」「
と
う

も
ろ
こ
し
甘
々
娘
、
大
塚
に
ん

じ
ん
、
大
塚
ご
ぼ
う
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
、

野
沢
菜
」
な
ど
誇
れ
る
地
場
産

業
や
農
業
の
大
き
な
力
が
あ
り

ま
す
。

　
『
住
ん
で
良
か
っ
た
町
、
住
み

続
け
た
い
町
』
の
実
現
に
さ
ら

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

久
保  

眞
一

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
川

三
郷
町
長
選
挙
の
投
票
が

10
月
27
日
（
10
月
22
日
告

示
）
行
わ
れ
、
久
保
眞
一

町
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
28
日
に
は
、

当
選
し
た
久
保
眞
一
町
長

の
ほ
か
、
市
川
三
郷
町
議

会
議
員
補
欠
選
挙
で
無
投

票
に
て
当
選
し
た
、
佐
野

勝
也
氏
と
髙
尾 

貫
氏
に
、

土
橋
三
夫
選
挙
管
理
委
員

長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

住
ん
で
良
か
っ
た
町
、

住
み
続
け
た
い
町

を
目
指
し
て

久
保
眞
一
町
長
の
挨
拶

平成 25年10月27日執行
市川三郷町議会議員補欠選挙当選者の紹介

髙
尾
　
貫  

（
た
か
お  

と
お
る
）

佐
野
勝
也  

（
さ
の  

か
つ
や
）

再選
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秋晴れの１日、六郷の里で秋まつり開催
第７回はんこ日本一六郷の里秋まつり

　
11
月
３
日
、「
は
ん
こ
日
本
一
六

郷
の
里
秋
ま
つ
り
」
が
、
六
郷
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
篆
刻
体
験
や
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
屋
台
が
出
店
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や
吹
奏
楽
の

演
奏
な
ど
様
々
な
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

気
軽
に
参
加
で
き
る
催
し
が
多
く

企
画
さ
れ
、
表
紙
の
写
真
「
は
ん

こ
早
押
し
大
会
」
で
は
、
30
秒
で

何
個
は
ん
こ
が
押
せ
る
か
を
競
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
皆
、
真
剣
な

表
情
で
押
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

他
「
逆
さ
文
字 

字
入
れ
大
会
」
や

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
は
ん

こ
に
ち
な
ん
だ
企
画
で
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

今年は何が ?!
六郷地区を中心に
活動している『６
go 会』、今年も巨
大ワラアートの制
作を秋まつりの開
催に併せて行いま
した。（ 写 真 下 ）
今回は何ができあ
がるのか？みんな
も遊びに来てね。
場所は甲斐 岩間
駅東側だよ。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
の
秋
も
六
郷
に
い
る
か
ら
ね
!!
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

窪田　麗菜
（甲府南中２年）

   小林　涼
（山梨英和中１年）

金田　莉里花
（八代小５年）

   南　みらい
（韮崎カトリック白百合幼稚園）

西村　くるみ
（里垣小２年）

萩原　千乃和
（大国小１年）

樋口　七鳳
（大国小３年）

宮川　ひより
（境川小４年）

有賀　壮汰
（大和小６年）

■
大
会
大
賞朝比奈　佳毅（甲府南高） 三井　理紗子（山梨学院中３年）

第２０回記念

大門碑林
全国書道展
入選作品

（敬称略）

（
第
１
部
）

（
第
２
部
）

　今年で 20 回目の開催となった大門碑林全国書道
展の入賞作品が出揃いました。全国から 4,001 点も
の作品が寄せられ、第１部（幼児～中学生）では三

井理紗子さん、第２部（高校生以上）では朝比奈佳

毅さんが、みごと大会大賞の栄誉に輝きました。大
会大賞の作品は大門碑林公園内に刻碑され、永久
保存されます。

問町教育委員会生涯学習課☎０５５（２７２）６０９４

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

櫻本　悦三
（甲府市）

遠藤　乃亜
（駿台甲府高）

渡邉　早貴
（富士学苑高）

伊藤　梨花
（上野原市）

佐藤　明子
（昭和町）

遠藤　莉奈
（甲府西高）

河内　華苗
（上野原市）

上山　匠
（長野高等専）

山﨑　和
（千葉県）
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平成 25 年度

農 業を育てるナイスカップル
に選ばれた平岡さん、根津さん夫妻

平
ひ ら お か

岡正
ま さ し

史・こ
こ ず え

ず恵さん 夫妻（黒沢在住）
　夫の正史さんは、20 年勤務した会社を退社後、町内の
農業生産法人㈱アグリ甲斐で研修し、ＪＡで主に野菜栽
培の指導を受ける。平成 23 年に「認定就農者」になり、
平成 24 年から生まれ育った黒沢地区で野菜栽培を始める。
妻のこず恵さんは、３人の子どもの子育てと家事を両立
し、正史さんを支えている。「不安は今もありますが、周
りの援助・支援が本当にありがたい。何とか頑張って行
きたい」と照れながら話してくれたこず恵さん。
耕作面積は約 60a、栽培品種は野沢菜、ナス、ちぢみほう
れん草 など

根
ね ず

津弘
こ う き

毅・美
み な こ

奈子さん 夫妻（下大鳥居在住）
　夫の弘毅さんは、東京都出身で大学卒業後、農業協力隊員とし
て北杜市の㈲梶原農場で主に有機野菜の栽培管理などの研修を受
ける。平成 24 年に「認定就農者」となり大木地区で有機農業を始
める。妻の美奈子さんは、大学卒業後、一旦は就職したが退社し
県農業大学校に入校する。今年２月に修了した後は、弘毅さんと
共に有機農業を営む。就農に際し「最初は反対もされましたが、今
では応援してもらっている。自分たちの出来る範囲で無理をしない
農業をして行きたい。」とマイペースな弘毅さん。
耕作面積は約３ha、栽培品種には拘らずに旬な物を無農薬・露地
栽培している。時には県外へ出向き直接販売するとのこと。

　
山
梨
県
と
山
梨
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
で
は
、
農
業

経
営
に
対
す
る
意
欲
の
高
揚

と
豊
か
な
心
が
結
び
合
う
活

力
に
満
ち
た
む
ら
づ
く
り
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

二
人
で
力
を
合
わ
せ
農
業
に

情
熱
を
傾
け
、
魅
力
あ
る
、

い
き
い
き
と
し
た
農
村
づ
く

り
に
参
加
し
て
い
る
夫
婦
を

「
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
市
川
三
郷
町
に

住
み
、
農
業
を
営
む
平
岡
さ

ん
、
根
津
さ
ん
夫
妻
が
「
ナ

イ
ス
カ
ッ
プ
ル
」
に
選
ば
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「認定就農者」とは、県の認定を受け、農業経営を始めようとする者のこと。認定就農者になるために
は将来の農業経営を定めた就農計画をつくる必要があり、認定されるとさまざまな特典が受けられま
す。また、認定就農者と認められる期間は就農計画認定後10 年以内かつ経営開始後５年以内です。

12
2013
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建
設
予
定
地
は
山
保
地
区
、

帯
那
地
域
。
甲
府
盆
地
よ
り
年

平
均
で
気
温
が
２
～
３
℃
低

く
、
夏
は
涼
し
く
快
適
で
す
。

ま
た
冬
の
寒
さ
も
厳
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
地
域
の
子
ど
も
は
、
町

立
市
川
東
小
学
校
に
通
学
し
て

い
ま
す
。
市
川
東
小
学
校
は
現

在
、
児
童
数
９
名
の
小
規
模
校

で
す
が
、
児
童
一
人
ひ
と
り
へ

の
き
め
こ
ま
や
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
て
の
学
校
生
活
は
、

児
童
を
の
び
の
び
と
成
長
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
新
た
な
住
民
が

増
え
れ
ば
、
市
川
東
小
や
山
保

地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
市
川
三
郷

町
全
体
が
さ
ら
に
元
気
に
な
り

ま
す
。

　
町
外
在
住
の
友
人
、
知
人
に

子
育
て
世
帯
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て
下
さ
い
。

　
四
尾
連
湖
を
有
す
る

自
然
豊
か
な
山
保
地
区
。

そ
の
中
の
集
落
の
一
つ

「
帯
那
地
域
」
に
、
定
住

促
進
を
目
的
に
し
た
新

築
の
戸
建
て
住
宅
の
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■申し込み資格
　入居時に小学３年生以下の子がおり、
市川東小学校へ卒業するまで在籍するこ
とができる方。
　自治組織に加入し、地域活動に積極的
に参加、協力できる方。他
■申し込み書
　町企画課で受け取るか、町ＨＰより
ダウンロードして下さい。
■申し込み期間
　平成26年１月31日まで

問町企画課企画政策係 ☎ 055-272-1103

町
外
在
住
の
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
定
住
促
進
住
宅

入
居
者
募
集

風
光
明
媚
な
山
保
地
区
で

快
適
に
子
育
て
を

新
築
戸
建
て
住
宅
を
格
安
で
賃
貸
し
ま
す

町外在住の友人、知人にご紹介下さい

家賃２万円で！

※

[イラストはイメージです ]

町
外
在
住
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に

【住宅の概要】
■所在地 市川三郷町山保（帯那地域）■
間取り ３LDK　■募集戸数 ３戸　※■家
賃（1 カ月） 入居時２万円（子が高校以上
20 歳未満となった時３万円、世帯員が全
て 20 歳以上となった時５万円）　■交通 
増穂 IC より約 6.5㎞　市川大門駅より約
4.6㎞　市川本町駅より約 4.2㎞　■水道 
町営簡易水道　■下水道 合併浄化槽　■
ペット 不可　■周辺施設 山保保育所約
1.7㎞　市川東小約 1.9㎞　市川中約 4.1km

（スクールバスあり）　市川高校約 5.2㎞　
町立病院約 4.8㎞　町役場約 5.4㎞　鰍沢
警察署市川分庁舎約 4.1km

り
ょ
う
す
け

お 

と 

は

こ

　こ

　な

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み
10 月

届出分
（敬称略）

お
め
で
た

り
ょ
う
す
け

お 

と 

は

こ

　こ

　な

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

り
ょ
う
す
け

お 

と 

は

こ

　こ

　な

地区名頭ライン

名前頭ライン
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　高額医療・高額介護合算療養費制度とは、月
単位で計算された高額医療、高額介護とは別
に、同じ世帯で医療と介護の両方を利用した
場合に年単位で計算され、限度額以上を支給
する制度です。
　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全
員の、平成 24 年８月～平成 25 年７月までの
医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、基
準額を超えた場合に対象となります。
　対象者には平成 26 年１月初旬に郵送でお知

らせします。（お知らせには仮計算の結果、支
給できる見込額が記載されています）

【注意】次に該当する方にはお知らせができな
い場合があります。
■�平成 24 年８月～平成 25 年７月までの間に
市町村を越えて転居された方

■他の医療保険から後期高齢者制度に移った方
■死亡された方
※該当すると思われる方は次までご連絡下さい。
※�申請は平成 25 年７月 31 日に住所のあった
市町村窓口で受け付けます。

【問い合わせ】
町町民課国保年金係☎ 055-272-1105
山梨県後期高齢者医療広域連合

☎ 055-236-5671

高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ

医療と介護の両方を受けている世帯に
同じ世帯で医療と介護の両方を利用した場合、限度額以上の額が支給されます

大塚にんじん収穫祭

問ふるさと冬まつり実行委員会（町産業振興課商工観光係） ☎ 055-240-4157

12月14日 ㈯

みたまの湯駐車場
午前９:15 ～正午
 （雨天決行 荒天中止）

２０１３のっぷい

第14回市川三郷町ふるさと冬まつり

【内容】
大塚にんじん・大塚ごぼう販売（売切れ次第終了）
大塚にんじん品評会 / 試食 / 特産品販売 /
抽選会 / ステージイベント / 模擬店  他

みたまの湯で
待ってるよ！
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